
いわみざわ

市議会だより
いわみざわ

市議会だより

　 No.119　　2019.5.1

今号の主な内容
 ■審議結果　　　　　　　　　　　　　 ２
 ■代表質問　　　　　　　　　　　　　 ５
 ■一般質問・予算審査特別委員会　　　 ９
 ■編集後記　　　　　　　　　　　　    10

小学校　新１年生　初登校の様子



平成 31年第 1回定例会（2月 25日 ▶ 3 月 18日）
審議結果

議 案 番 号 件　　   名 審 議 結 果

議案第 １ 号 消費税法等の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例の設
定について 原 案 可 決

議案第 ２ 号 岩見沢市特別職報酬等審議会条例の一部改正について 〃

議案第 ３ 号 岩見沢市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について 〃
（修正案否決）

議案第 ４ 号 岩見沢市手数料条例の一部改正について 〃
議案第 ５ 号 岩見沢市国民健康保険条例の一部改正について 〃

議案第 ６ 号 岩見沢市介護保険条例の一部を改正する条例の一部改正につい
て 〃

議案第 ７ 号 市営土地改良事業の経費の賦課徴収に関する条例の一部改正に
ついて 〃

議案第 ８ 号 国営土地改良事業負担金徴収条例の一部改正について 〃

議案第 ９ 号 札幌市及び岩見沢市における連携中枢都市圏形成に係る連携協
約の締結について 〃

議案第 10 号 新市建設計画の変更について 〃

議案第 11 号 議決の変更について（豊正地区自治会館等の指定管理者の指定
について） 〃

議案第 12 号 平成 31年度岩見沢市一般会計予算について 〃
（修正案否決）

議案第 13 号 平成 31年度岩見沢市特別会計国民健康保険費予算について 〃
議案第 14 号 平成 31年度岩見沢市特別会計公共用地等造成費予算について 〃
議案第 15 号 平成 31年度岩見沢市特別会計公設卸売市場費予算について 〃
議案第 16 号 平成 31年度岩見沢市特別会計高等学校費予算について 〃
議案第 17 号 平成 31年度岩見沢市特別会計企業用地造成費予算について 〃
議案第 18 号 平成 31年度岩見沢市特別会計農業集落排水事業費予算について 〃
議案第 19 号 平成 31年度岩見沢市特別会計介護保険費予算について 〃
議案第 20 号 平成 31年度岩見沢市特別会計後期高齢者医療費予算について 〃
議案第 21 号 平成 31年度岩見沢市病院事業会計予算について 〃
議案第 22 号 平成 31年度岩見沢市水道事業会計予算について 〃
議案第 23 号 平成 31年度岩見沢市下水道事業会計予算について 〃
議案第 24 号 平成 30年度岩見沢市一般会計補正予算について（第 5号） 〃

議案第 25 号 平成 30年度岩見沢市特別会計国民健康保険費補正予算について
（第１号） 〃

議案第 26 号 平成 30年度岩見沢市特別会計高等学校費補正予算について（第
１号） 〃

議案第 27 号 平成 30年度岩見沢市特別会計農業集落排水事業費補正予算につ
いて（第１号） 〃

議案第 28 号 平成 30年度岩見沢市特別会計介護保険費補正予算について（第
２号） 〃

議案第 29 号 平成 30年度岩見沢市病院事業会計補正予算について（第１号） 〃
議案第 30 号 平成 30年度岩見沢市下水道事業会計補正予算について（第２号） 〃
議案第 31 号 教育委員会の委員の任命について 【菊池 亜希氏】 同　　意
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※可決した意見書案・決議案の全文は、市議会ホームページでご覧になれます。

第１回定例会までに提出された次の陳情・要望書は全議員に写しが配布されました。

■ 小規模企業振興対策予算の拡充に関する意見・要望について
■ 平成 31 年度税制改正に関する要望ついて
■ 平成 31 年度税制改正に関する提言ついて
■ 全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の主旨に基づいて、地方自治の根幹を脅かす日米地位協
定の見直しを国に求める意見書の提出について
■ 奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲与税（仮称）で順次計画的に皆伐を進め、天然林に
戻すことについて
■ 日本国憲法の尊重・擁護について
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審議結果

議 案 番 号 件　   　名 審 議 結 果
議案第 32 号 公平委員会の委員の選任について 【松村 亮哉氏】 同　　意
議案第 33 号 公平委員会の委員の選任について 【花崎 憲幸氏】 〃
議案第 34 号 固定資産評価審査委員会の委員の選任について 【平川 卓氏】 〃
議案第 35 号 固定資産評価審査委員会の委員の選任について 【木村 聡氏】 〃
議案第 36 号 固定資産評価審査委員会の委員の選任について 【林 浩三氏】 〃

意見書案第１号 食品ロス削減に向けてのさらなる取り組みについて 原 案 可 決
決議案第 １ 号 閉会中の所管事務調査について 〃

各議員の議案に対する賛否の状況（賛否の分かれたもの）

会派名 市民クラブ 政和会 共産 公明 無

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議員名

　　　　　議案名

大
坂
龍
起

豊
岡
義
博

峯　

泰
教

伊
澤
幸
信

井
幡
修
一

太
田
博
之

篠
原
藤
雄

平
野
義
文

増
山
宣
之

谷
口
洋
一

野
尻　

清

石
黒
武
美

笹
島
清
一

楢
舘
竜
哉

古
石
英
仁

上
田
久
司

山
田
靖
廣

酒
井
和
子

斉
須
正
友

池
島
和
行

議  1）消費税法等の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例の設定ついて 〇 〇 〇 〇

議 　
　
　
　
　

 

長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

議  3）岩見沢市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

議  4）岩見沢市手数料条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

議  5）岩見沢市国民健康保険条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

議  9）札幌市及び岩見沢市における連携中枢都市圏形成に係る連携協約の締結
　　　 について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

議 12）平成 31 年度岩見沢市一般会計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

議 13）平成 31 年度岩見沢市特別会計国民健康保険費予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

議 20）平成 31 年度岩見沢市特別会計後期高齢者医療費予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

議 21）平成 31 年度岩見沢市病院事業会計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

議 22）平成 31 年度岩見沢市水道事業会計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

議 23）平成 31 年度岩見沢市下水道事業会計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇

・表決（賛成＝○　反対＝×）　・会派名（共産＝日本共産党議員団　公明＝公明党　無＝無所属）
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質問項目

　１　市民クラブ　 大坂　龍起
　　① 市政方針及び第６期総合計画に関連した岩見沢
　　　  のまちづくりについて
　　② 岩見沢市の教育行政の推進について

　２　政和会　 谷口　洋一
　　① 地方活性化対策について
　　② 市民参画市政について
　　③ 財政問題について
　　④ ふるさと納税について
　　⑤ 行政改革について
　　⑥ 福祉政策について
　　⑦ ＴＰＰについて
　　⑧ 都市計画マスタープランについて
　　⑨ 教育行政について

　３　日本共産党議員団　 上田　久司
　　① 市民のいのちと暮らしを守るために国への働き
　　　 かけを
　　② 安全安心なまちづくり等について
　　③ みんなが元気で暮らせるまちづくりについて
　　④ 活力と賑わいに満ちた　魅力あふれるまちづく
　　　 りについて
　　⑤ 自然と調和した　快適で暮らしやすいまちづく
　　　りについて

　　⑥ 市民とともに創る　持続可能で自立したまちづ
　　　 くりについて
　　⑦ 「豊かな心と生きる力をはぐくむまちづくり」
　　　 「女性と子育てに日本で一番快適なまち」の取
　　　 り組みについて
　　⑧ 学校教育について

　４　公明党　 酒井　和子
　　① これからの都市のあり方について
　　②「地域で支え合う　安全・安心なまちづくり」
　　　  について
　　③「みんなが健康で元気に暮らせるまちづくり」
　　　  について
　　④ 「豊かな心と生きる力をはぐくむまちづくり」
　　　  について
　　⑤ 「自然と調和した　快適で暮らしやすいまちづ
　　　くり」について
　　⑥ 「市民とともに創る　持続可能な自立したまち
　　　 づくり」について
　　⑦ 教育行政について

　１　山田　靖廣（日本共産党議員団）
　　① 環境問題について
　　② 生活道路の安全確保と排雪について
　　③ 教員の働き方改革について

代表質問、一般質問項目一覧 ※大項目のみ掲載

代表質問

一般質問

　＜会派別所属議員＞　　　※…◎は会派代表者　○は幹事長

　■市民クラブ ／ ◎大坂龍起　○峯　泰教　豊岡義博　伊澤幸信　井幡修一　太田博之　篠原藤雄　平野義文　増山宣之
　■政和会 ／ ◎谷口洋一　○石黒武美　野尻　清　笹島清一　楢舘竜哉　古石英仁
　■日本共産党議員団 ／ ◎上田久司　○山田靖廣
　■公明党 ／ ◎酒井和子　○斉須正友
　■無所属 ／ 池島和行

代 表 質 問一 般
平成 31年度の市政方針及び教育行政方針について、４会派４人の議員が市長、教育長
に対して代表質問を行いました。また、１人の議員が一般質問を行いました。
紙面の都合上、要約し掲載いたします。



な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
た
、
一
部
の
教

職
員
に
業
務
が
集
中
す
る
状
況
も
考
え
ら

れ
る
。

―
―
岩
見
沢
市
の
小
学
校
・
中
学
校
教
職

員
の
勤
務
実
態
に
つ
い
て

　
各
学
校
に
お
い
て
教
員
の
勤
務
状
況
の

把
握
に
努
め
て
お
り
、
平
成
30
年
12
月
と

平
成
29
年
12
月
の
教
職
員
の
退
勤
時
間
を

比
較
す
る
と
、
１
日
平
均
で
中
学
校
で
は

１
時
間
32
分
、
小
学
校
で
は
１
時
間
15
分

早
く
な
っ
た
学
校
も
あ
り
、
長
時
間
勤
務

是
正
の
取
り
組
み
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て

い
る
学
校
も
徐
々
に
出
て
き
て
い
る
。

―
―
長
時
間
労
働
是
正
の
た
め
の
具
体
策

に
つ
い
て

　
教
育
委
員
会
で
は
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
各
中
学
校
に
配
置
す
る
と
と
も

に
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な

ど
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
い
る
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、

教
職
員
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
部
活
動
で
複
数
の
顧
問
を
配
置

す
る
こ
と
、
週
当
た
り
２
日
以
上
の
休
養

日
を
設
定
す
る
こ
と
な
ど
、
全
て
の
学
校

で
取
り
組
む
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

に
お
い
て
導
入
す
る
予
定
は
な
い
。

①
―
「
子
ど
も
が
主
人
公
に
な
る
岩
見

沢
の
教
育
づ
く
り
」
の
推
進
に
つ
い
て

　
【
教
育
長
】
学
校
で
は
、
授
業
に
お
い

て
子
ど
も
が
学
び
の
主
体
と
な
り
、
子
ど

も
が
主
人
公
と
な
る
授
業
改
善
が
進
め
ら

れ
た
と
き
、
学
校
課
題
の
多
く
が
解
決
さ

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
子
ど
も
の
前
に

立
つ
教
師
が
生
き
生
き
と
働
く
こ
と
の
で

き
る
学
校
づ
く
り
や
、
授
業
改
善
に
意
欲

的
な
教
師
を
支
援
し
て
い
く
。

②
― 

岩
見
沢
市
立
小
・
中
学
校
の
適

正
配
置
に
つ
い
て

　

適
正
規
模
に
満
た
な
い
学
校
に
つ
い

て
、統
合
と
い
う
対
応
策
だ
け
で
は
な
く
、

学
校
と
地
域
住
民
等
が
力
を
合
わ
せ
て
学

校
の
運
営
に
取
り
組
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
推
進
な
ど
、
地
域
性
を
生
か

し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て
も

検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

③
― 
教
職
員
の
長
時
間
勤
務
実
態
の

是
正
に
つ
い
て

―
―
教
職
員
が
過
酷
な
勤
務
実
態
に
陥
っ

て
い
る
大
き
な
要
因
に
つ
い
て

　
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
生
徒
指
導
や
保

護
者
へ
の
対
応
、
教
材
研
究
や
授
業
準
備
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代表質問

市 民 ク ラ ブ
大  坂  龍  起

市
政
方
針
及
び
第
６
期
総
合

計
画
に
関
連
し
た
岩
見
沢
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
― 

岩
見
沢
駅
を
含
む
中
心
部
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
【
市
長
】
複
合
駅
舎
や
子
育
て
支
援
拠

点
施
設
「
え
み
ふ
る
」、
子
育
て
世
帯
の

優
先
枠
を
設
け
た
市
営
２
条
団
地
な
ど
の

整
備
を
進
め
て
き
た
。

　

こ
の
結
果
、「
あ
そ
び
の
広
場
」
な
ど

中
心
市
街
地
の
八
つ
の
公
共
公
益
施
設
を

訪
れ
る
人
は
年
間
約
55
万
人
と
な
り
、
中

心
市
街
地
の
居
住
者
は
平
成
26
年
度
以

降
、
増
加
に
転
じ
て
い
る
。

②
― 

駒
澤
大
学
附
属
岩
見
沢
高
等
学

校
跡
地
に
つ
い
て

　

現
況
と
し
て
、
野
球
場
や
室
内
練
習
場

が
緑
陵
高
校
や
地
域
の
少
年
野
球
チ
ー
ム

に
活
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
学
校
給
食
共

同
調
理
所
や
市
道
東
19
号
線
の
供
用
を
開

始
し
て
い
る
。

　
未
利
用
地
に
つ
い
て
も
、
長
期
的
な
ま

ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
有
効
活
用
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

③
― 

岩
見
沢
市
の
人
口
減
対
策
及
び

人
口
増
対
策
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た
総
合
戦
略
に

基
づ
き
取
り
組
ん
だ
結
果
、
平
成
27
年
に

は
656
人
で
あ
っ
た
転
出
超
過
数
は
平
成
30

年
で
は
312
人
と
半
減
し
、
大
幅
な
改
善
が

図
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
自
然
減
に
つ
い

て
は
平
成
27
年
の
589
人
か
ら
平
成
30
年
に

は
733
人
へ
と
拡
大
し
て
お
り
、
出
生
数
の

減
少
を
主
な
要
因
と
し
て
自
然
減
の
割
合

が
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
認
識
に
基
づ
き
、「
札

幌
圏
在
住
の
子
育
て
世
代
の
女
性
」
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
位
置
づ
け
、
戦
略
的
な
施

策
展
開
を
図
っ
て
い
る
。

④
― 

環
境
行
政
に
つ
い
て

　
不
適
正
排
出
の
ご
み
袋
に
警
告
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
付
し
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て

ご
く
一
部
に
は
指
定
ゴ
ミ
袋
以
外
で
の
排

出
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
今
後
も
、
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

よ
る
啓
発
活
動
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
不
適

正
排
出
を
繰
り
返
さ
せ
な
い
た
め
に
も
開

封
調
査
を
実
施
し
て
い
く
。

⑤
― 

水
道
事
業
に
つ
い
て

　
昨
年
12
月
に
官
民
連
携
手
法
の
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
運
営
権
を
民
間
事
業
者
に

設
定
で
き
る
「
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
」

が
創
設
さ
れ
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
当
市

岩
見
沢
市
の
教
育
行
政
の

推
進
に
つ
い
て
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谷  口  洋  一

①
― 

地
方
と
国
が
進
め
て
い
る
活
性

化
対
策
に
つ
い
て

―
―
地
方
が
進
め
て
い
る
活
性
化
対
策
と

国
が
意
図
す
る
活
性
化
対
策
の
方
向
性
に

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
と
考
え
る
。
国
に
対
す

る
率
直
な
実
感
に
つ
い
て
伺
う

　
【
市
長
】
地
方
は
、
そ
こ
で
生
活
す
る

市
民
の
視
点
に
立
ち
、
市
民
と
と
も
に
地

域
の
現
状
を
み
ず
か
ら
把
握
し
た
上
で
、

地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
、
戦
略
的
に
地
方

創
生
の
取
り
組
み
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
同
時
に
、

地
方
が
み
ず
か
ら
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、

中
長
期
的
な
観
点
か
ら
主
体
的
に
地
方
創

生
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
現
状
を
、

国
と
し
て
も
十
分
に
理
解
し
た
上
で
、
地

方
活
性
化
対
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
地
方
分
権
と
地
方
へ
の
財
源
移

譲
に
よ
り
、
地
方
の
健
全
な
自
立
を
促
進

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

―
―
※
地
方
６
団
体
の
国
に
対
す
る
提
言

等
の
情
報
を
伺
う

　
昨
年
12
月
に
地
方
６
団
体
よ
り
、
平
成

31
年
度
予
算
編
成
及
び
地
方
財
政
対
策
に

つ
い
て
の
要
望
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
地
方
団
体
の
行
財
政
改
革
に
よ
り
生

み
出
さ
れ
た
財
源
に
つ
い
て
は
、
地
方
の

改
革
意
欲
を
損
ね
る
こ
と
の
な
い
よ
う
必

ず
地
方
に
還
元
す
る
こ
と
や
、「
提
案
募

集
方
式
」
に
よ
る
地
方
分
権
改
革
の
一
層

の
推
進
を
図
る
た
め
、
地
方
税
財
源
の
充

実
、
地
方
へ
の
事
務
・
権
限
の
移
譲
、
義

務
づ
け
・
枠
づ
け
の
見
直
し
な
ど
、
制
度

的
な
課
題
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
こ
と

を
要
望
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
中
枢
中
核
都
市
の
機
能
強
化

等
に
つ
い
て
は
、「
ミ
ニ
一
極
集
中
」
と

な
り
、
周
辺
市
町
村
が
疲
弊
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

※
地
方
６
団
体
…
全
国
知
事
会
、
全
国
市

長
会
、
全
国
町
村
会
、
全
国
都
道
府
県
議

会
議
長
会
、
全
国
市
議
会
議
長
会
、
全
国

町
村
議
会
議
長
会
の
総
称
。

①
― 

ふ
る
さ
と
納
税
の
目
的
で
あ
る

地
方
活
性
化
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

―
―
当
市
の
状
況

　
【
市
長
】
平
成
25
年
度
に
取
り
扱
い
を

開
始
し
て
以
来
、
地
場
産
品
の
品
ぞ
ろ
え

の
充
実
等
を
図
っ
た
結
果
、
平
成
29
年
度

は
１
万

7,876
件
、
約
４
億
４
千
万
円
、
平
成

30
年
度
は
１
月
末
現
在
で
２
万

4,857
件
、
約

５
億
４
千
万
円
と
順
調
に
推
移
し
て
い

る
。

―
―
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
充
実
を
図

る
た
め
の
課
題

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
本
来
の
趣
旨

は
、
ふ
る
さ
と
や
自
治
体
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
応
援
す
る
気
持
ち
を
あ
ら
わ

す
こ
と
に
あ
る
。

　
寄
付
を
し
た
方
と
の
か
か
わ
り
を
大
切

に
し
、継
続
的
な
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
、

あ
る
い
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
き
っ
か
け

と
し
て
交
流
の
輪
が
拡
大
す
る
よ
う
な
取

り
組
み
に
は
、
非
常
に
重
要
な
意
義
が
あ

る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
当
市
に
お
い
て

も
メ
ー
プ
ル
ロ
ッ
ジ
の
宿
泊
補
助
券
な
ど

５
事
業
者
・
12
品
目
の
体
験
型
の
返
礼
品

を
用
意
し
、
寄
附
を
さ
れ
た
方
に
当
市
を

訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
委
託
先
で
あ
る
株

式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
や
市
内
の
事
業
者
・
団
体

等
の
協
力
を
得
て
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
拡
大
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

―
―
今
後
に
つ
い
て

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て
は
、
現

在
大
き
な
転
換
期
に
あ
る
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

　
当
市
に
お
い
て
も
法
改
正
の
動
き
と
合

わ
せ
、
具
体
的
な
事
業
の
趣
旨
や
内
容
を

わ
か
り
や
す
く
示
し
て
寄
附
を
呼
び
か
け

る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
」
の
導
入
な
ど
、

前
向
き
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て



①
― 

子
ど
も
の
貧
困
調
査
に
つ
い
て

　
【
市
長
】
平
成
28
年
に
北
海
道
が
実
施

し
た
子
ど
も
の
生
活
実
態
調
査
の
結
果
か

ら
、
課
題
は
当
市
に
も
共
通
し
て
い
る
と

認
識
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
へ

と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

②
― 

乳
幼
児
医
療
費
助
成
拡
大
に
つ

い
て

　
現
況
は
中
学
校
３
年
生
ま
で
入
院
無
料

化
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
通
院
無
料
化
を

し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し

て
い
る
中
で
、
さ
ら
な
る
拡
大
に
つ
い
て

は
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

③
― 

保
育
料
の
無
料
化
に
つ
い
て

　
【
教
育
長
】
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
保

育
料
の
無
料
と
、
副
食
費
は
年
収
360
万
円

未
満
の
家
庭
で
新
た
に
無
料
と
な
る
。

　
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
４
月
１
日
時
点

で
３
歳
以
上
の
子
ど
も
の
保
育
料
が
無
料

と
な
り
、
副
食
費
に
つ
い
て
も
年
収
360
万

円
未
満
で
無
料
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

④
― 

学
校
給
食
費
の
無
料
化
、
助
成

に
つ
い
て

　
経
済
的
困
難
な
世
帯
に
対
し
て
は
、
生

活
保
護
制
度
と
就
学
援
助
制
度
に
お
い
て

給
食
費
が
支
給
さ
れ
て
お
り
、
市
と
し
て

実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

⑤
― 

就
学
援
助
の
拡
大
に
つ
い
て

―
―
生
活
保
護
削
減
に
伴
う
対
応
に
つ
い

て
　
国
か
ら
の
通
知
に
お
い
て
、
就
学
援
助

に
つ
い
て
で
き
る
限
り
そ
の
影
響
が
及
ば

な
い
よ
う
適
切
な
判
断
が
求
め
ら
れ
た
こ

と
を
受
け
、
当
市
に
お
い
て
は
引
き
続
き

平
成
25
年
度
基
準
を
用
い
て
対
応
す
る
。

―
―
生
活
保
護
基
準
の
１
・
25
倍
の
基
準

の
緩
和
を

　
直
近
の
調
査
に
よ
る
道
内
各
市
の
倍
率

は
１・
１
倍
か
ら
１・
５
倍
と
な
っ
て
お

り
、
現
在
、
倍
率
を
引
き
上
げ
る
考
え
は

持
っ
て
い
な
い
。

―
―
ク
ラ
ブ
活
動
費
の
適
用
を

　
ク
ラ
ブ
活
動
費
を
支
給
対
象
と
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
加
入

の
有
無
に
よ
る
不
公
平
感
な
ど
か
ら
支
給

対
象
と
し
て
い
な
い
。

―
―
国
が
新
年
度
新
た
に
対
象
と
し
た
も

の
の
対
応
に
つ
い
て

　
新
た
に
対
象
と
な
っ
た
卒
業
ア
ル
バ
ム

等
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
の
就
学
援
助
の

対
象
費
目
に
は
加
え
て
い
な
い
が
、
今
後

他
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
含
め
た
優
先
順

位
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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①
― 

高
齢
者
福
祉
施
設
に
つ
い
て

　
【
市
長
】
民
間
老
人
ホ
ー
ム
等
が
大
幅

に
増
加
し
充
足
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
38
年

に
開
設
し
た
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
清
和
荘
は

一
定
の
役
割
を
終
え
た
も
の
と
判
断
し
、

廃
止
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

②
― 

国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ

に
つ
い
て

―
―
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
滞
納
世
帯

等
に
つ
い
て

　
本
年
１
月
末
現
在
で

1,764
世
帯
、15・５
％

と
な
っ
て
い
る
。

―
―
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
構
成
に
つ

い
て

　

平
成
29
年
度
所
得
別
の
構
成
割
合
で

は
、
給
与
所
得
が
22
・
７
％
、
営
業
所
得

が
５・７
％
、
農
業
所
得
が
４・１
％
、
そ

の
他
所
得（
年
金
等
）が
32・１
％
と
な
っ

て
い
る
。

―
―
１
兆
円
の
公
費
負
担
増
の
国
へ
の
働

き
か
け
に
つ
い
て

　
今
後
に
お
い
て
も
国
が
責
任
を
持
っ
て

財
源
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
要

望
し
て
い
き
た
い
。

―
―
均
等
割
、
平
等
割
の
廃
止
に
よ
る
負

担
軽
減
を

　
保
険
料
率
は
所
得
割
、
均
等
割
及
び
平

等
割
の
３
方
式
に
よ
り
算
定
し
て
お
り
、

市
独
自
の
保
険
料
軽
減
の
た
め
に
行
う
法

定
外
繰
入
は
、
国
保
加
入
者
以
外
の
方
へ

の
さ
ら
な
る
負
担
を
求
め
る
こ
と
と
な

り
、
適
正
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

―
―
協
会
け
ん
ぽ
加
入
者
と
の
保
険
料
の

差
に
つ
い
て
の
考
え

　
事
業
主
負
担
の
あ
る
協
会
け
ん
ぽ
の
保

険
料
と
国
保
料
と
は
、
保
険
料
の
差
だ
け

を
も
っ
て
一
概
に
比
較
す
る
べ
き
も
の
で

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

③
― 

福
祉
３
事
業
（
高
齢
者
バ
ス
券

助
成
、身
体
障
害
者
年
金
、米
寿
祝
金
）

の
復
活
を

　
岩
見
沢
市
福
祉
施
策
検
討
委
員
会
か
ら

の
答
申
内
容
を
最
大
限
に
尊
重
し
、
検
証

を
し
た
上
で
平
成
30
年
度
に
お
い
て
は
、

真
に
必
要
な
事
業
に
再
構
築
を
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

み
ん
な
が
元
気
で
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

「
豊
か
な
心
と
生
き
る
力
を
は
ぐ

く
む
ま
ち
づ
く
り
」「
女
性
と

子
育
て
に
日
本
で
一
番
快
適
な

ま
ち
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て



いわみざわ市議会だより　第 119 号 8

代表質問

公　明　党
酒  井  和  子

こ
れ
か
ら
の
都
市
の

あ
り
方
に
つ
い
て

①
― 

こ
れ
か
ら
の
都
市
の
あ
り
方
と
人

口
減
少
時
代
に
生
き
残
る
都
市
の
条
件
の

考
え
方
に
つ
い
て

―
―
こ
れ
か
ら
の
都
市
の
あ
り
方

　
【
市
長
】
地
方
創
生
と
い
う
号
令
の
も

と
、
全
国
の
自
治
体
に
お
い
て
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
が
策
定
さ
れ
、
人
口

減
少
に
歯
ど
め
を
か
け
よ
う
と
す
る
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
既

に
人
口
縮
減
時
代
へ
と
突
入
し
、
日
本
全

体
の
人
口
が
今
後
数
十
年
に
わ
た
り
減
少

し
続
け
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る

中
に
あ
っ
て
、
人
口
政
策
の
み
を
も
っ
て

地
方
創
生
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に

は
限
界
が
あ
る
も
の
と
感
じ
て
い
る
。

　
社
会
動
態
の
改
善
だ
け
で
は
国
全
体
で

み
る
と
プ
ラ
ス
に
は
な
ら
ず
、
結
局
は
地

方
同
士
で
の
奪
い
合
い
に
と
ど
ま
る
こ
と

か
ら
、
抜
本
的
に
は
国
が
率
先
し
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

―
―
人
口
減
少
時
代
に
生
き
残
る
都
市
の

条
件
に
つ
い
て
の
考
え
方

　
地
方
創
生
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
人

口
減
少
に
歯
ど
め
を
か
け
、
人
口
構
造
自

体
を
変
え
よ
う
と
す
る
「
積
極
戦
略
」
と

と
も
に
、
人
口
減
少
を
前
提
と
し
て
、
こ

れ
に
即
し
た
効
率
的
・
効
果
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
よ
う
と
す
る
「
調
整
戦
略
」

を
両
立
す
る
「
複
眼
思
考
」
を
も
っ
て
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
人
口
が
減
少
す
る
中
に
あ
っ
て
も
、
都

市
が
持
続
的
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に

は
、
地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
や
新
た
な
価
値

を
創
造
し
、
ま
ち
の
基
盤
を
強
固
に
す
る

と
と
も
に
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　

当
市
に
お
い
て
は
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」

や
「
健
康
経
営
都
市
」
な
ど
の
先
進
的
な

取
り
組
み
を
通
じ
、「
市
民
生
活
の
質
の

向
上
」
と
「
地
域
経
済
の
活
性
化
」
の
実

現
に
向
け
、
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

①
― 

児
童
虐
待
防
止
対
策
に
つ
い
て

―
―
私
た
ち
市
民
と
し
て
ど
う
考
え
、
取

り
組
む
べ
き
か
、
今
、
何
が
必
要
か
議
論

す
べ
き
で
は

　
【
教
育
長
】
児
童
虐
待
は
、
子
育
て
中

の
親
子
を
孤
立
さ
せ
な
い
こ
と
や
、
悩
み

や
困
難
を
抱
え
て
い
る
親
子
が
相
談
で
き

る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

て
い
る
。

　
地
域
の
人
が
親
子
に
声
を
掛
け
、
温
か

く
見
守
る
こ
と
が
市
民
の
役
割
で
あ
り
、

ま
た
、
虐
待
が
疑
わ
れ
た
時
は
迷
わ
ず
に

通
告
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
児
童
虐
待
に
つ
い
て
は
、
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会
な
ど
で
議
論
さ
れ
て
お

り
、
今
後
も
引
き
続
き
市
民
に
対
す
る
啓

発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

―
―
当
市
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
現
状
は

　

岩
見
沢
児
童
相
談
所
の
報
告
に
よ
る

と
、
平
成
29
年
度
管
内
で
対
応
し
た
児
童

虐
待
153
件
の
う
ち
、
36
件
が
岩
見
沢
市
と

な
っ
て
い
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
市
町
村

別
に
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
全
体
で

み
る
と
心
理
的
虐
待
が
65
％
、
身
体
的
虐

待
が
17
％
、
ネ
グ
レ
ク
ト
が
15
％
、
性
的

虐
待
が
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

―
―
虐
待
通
告
に
対
し
て

　
軽
微
な
も
の
は
市
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
が
、
立
入
調
査
や
一
時
保
護
が
必
要

な
場
合
な
ど
高
度
で
専
門
的
な
も
の
は
児

童
相
談
所
が
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
ほ
か
、

保
育
所
や
幼
稚
園
、
学
校
等
に
お
い
て
子

ど
も
に
あ
ざ
が
あ
る
な
ど
虐
待
が
疑
わ
れ

る
場
合
に
も
必
要
に
応
じ
て
児
童
相
談
所

に
通
告
す
る
。

　
ま
た
、
関
係
者
が
集
ま
っ
た
ケ
ー
ス
会

議
を
開
催
し
、
定
期
的
に
情
報
共
有
し
、

検
証
し
な
が
ら
、
終
結
す
る
ま
で
継
続
し

て
支
援
し
て
い
る
。

―
―
児
童
虐
待
か
ら
子
ど
も
の
命
を
守
る

た
め
に
、
今
、
何
が
必
要
な
の
か

　
児
童
虐
待
は
起
こ
さ
な
い
こ
と
が
最
も

重
要
で
あ
り
、
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

も
深
刻
な
事
態
と
な
る
前
に
迅
速
に
対
応

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
は
地
域
、
保
育
所
、
幼
稚

園
、
学
校
な
ど
子
ど
も
と
直
接
か
か
わ
る

大
人
が
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
注
意
深
く

見
守
る
こ
と
、
虐
待
が
疑
わ
れ
る
と
き
は

関
係
者
が
連
携
し
て
チ
ー
ム
と
な
り
、
子

ど
も
の
た
め
に
最
善
の
対
応
策
を
講
じ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

教
育
行
政
に
つ
い
て
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①
― 

教
員
の
働
き
方
と
休
職
の
関
係

に
つ
い
て

―
―
時
間
外
勤
務
の
上
限
規
制
に
つ
い
て

　
【
教
育
長
】
勤
務
時
間
の
上
限
に
つ
い

て
は
、
教
員
が
健
康
で
意
欲
を
持
っ
て
職

務
に
取
り
組
む
た
め
に
も
、
月
45
時
間
、

年
間
360
時
間
の
指
針
を
尊
重
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、

今
後
教
育
委
員
会
と
し
て
方
針
等
の
策
定

を
検
討
し
て
い
く
。

―
―
時
間
外
勤
務
の
把
握
と
削
減
対
策
に

つ
い
て

　
各
学
校
に
お
い
て
は
、
管
理
職
に
よ
り

個
々
の
教
員
の
健
康
状
態
や
業
務
分
担
の

偏
り
に
留
意
し
な
が
ら
、
勤
務
状
況
の
把

握
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
時
間
外
勤
務
削
減
の
具
体
的
な

対
策
に
つ
い
て
、
各
学
校
で
は
校
務
分
掌

や
学
校
行
事
の
見
直
し
、
会
議
の
削
減
や

時
間
の
短
縮
な
ど
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
勤
務

時
間
を
客
観
的
に
把
握
し
集
計
す
る
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
し
、

時
間
外
勤
務
の
把
握
と
削
減
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

―
―
休
職
の
実
態
に
つ
い
て

　
現
在
、
市
内
の
小
中
学
校
で
休
職
し
て

い
る
教
員
は
３
名
で
、
精
神
疾
患
に
よ
る

休
職
者
２
名
の
う
ち
１
名
は
回
復
が
見
ら

れ
、
４
月
に
復
職
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。

②
― 

変
形
労
働
時
間
制
に
つ
い
て

―
―
変
形
労
働
時
間
制
の
認
識
に
つ
い
て

　
当
市
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、
４
週
の

期
間
内
で
の
変
形
労
働
制
な
ど
の
勤
務
時

間
に
関
す
る
制
度
が
有
効
活
用
さ
れ
る
よ

う
、
学
校
に
対
す
る
指
導
を
行
う
こ
と
と

し
て
お
り
、

2020
年
度
ま
で
に
全
市
立
学
校

で
変
形
労
働
時
間
制
を
活
用
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
変
形
労
働
時
間
制
の
活
用
だ

け
で
教
員
の
働
き
方
改
革
が
劇
的
に
進
む

と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
教
員
、
学
校
、
家

庭
、
地
域
、
国
、
道
教
委
、
市
教
委
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
役
割
を
果
た
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

予算審査
特別委員会

　一般会計及び特別会計国民健康保険費、病院事業など 12 会計の平
成 31 年度予算案を含む 23 議案の審査のため、予算審査特別委員会
を設置し、3 月 8 日から 3 月 14 日にかけて審査を行い、全ての議案
において可決すべきものとされ、本会議において可決されました。

〇予算審査特別委員会での主な質疑（項目のみ）
◆児童虐待・いじめ防止対策 ◆嘱託登記手数料の引き上げについて ◆産地づくり推進事業 ◆地域産業協働
促進事業 ◆新規就農・農業後継者育成支援事業 ◆鳥獣対策事業 ◆市有林管理事業 ◆地産地消等所得向上
対策事業 ◆技能者教育訓練助成金 ◆商工金融円滑化事業 ◆公募型プレミアム付商品券等発行支援事業 ◆
メープルロッジ ◆中心市街地活性化対策事業 ◆観光振興戦略推進事業 ◆ふるさと毛陽地域振興事業 ◆優
良建築物等整備事業補助金 ◆北村温泉施設管理事業 ◆ポルタビル利用促進事業 ◆除排雪事業 ◆駅前通整
備促進事業 ◆利根別原生林保全事業 ◆市営住宅建設事業 ◆ばらのまちづくり推進事業 ◆公園造成事業 ◆
民間住宅耐震改修等助成事業 ◆水道事業における災害対応の充実について ◆下水汚泥の還元事業 ◆特別職
職員の給与改定の経緯 ◆緊急告知ＦＭ放送整備事業 ◆男女共同参画社会推進事業 ◆防災対策事業 ◆職員
研修事業 ◆消費税増税に伴う公共料金等への影響 ◆高度情報通信基盤整備事業 ◆新産業創出促進事業 ◆
市税賦課徴収事業 ◆地域おこし推進事業 ◆新市立総合病院建設事業 ◆病院事業における消費税増税の影
響 ◆医療機械器具等整備事業 ◆国民健康保険料の基礎賦課限度額の変更 ◆介護保険条例の変更内容と影響  
◆障害者文化芸術活動支援事業 ◆高齢者・障がい者見守り支援事業 ◆軽費老人ホーム清和荘の廃止 ◆乳幼
児等医療費助成事業 ◆不妊・不育症治療費助成事業 ◆老人クラブ活動運営事業 ◆生活保護費について ◆
国民健康保険料の算定方法と繰入金 ◆後期高齢者医療保険料軽減特例の見直し ◆し尿処理事業 ◆緑が丘霊
園納骨塚の利用状況・見込み ◆ごみ処理対策事業 ◆文向台衛生センター管理事業 ◆教育情報システム推進
事業 ◆特別支援教育振興事業 ◆健康・スポーツ振興事業 ◆学校給食共同調理所運営事業 ◆子ども・子育
て支援事業 ◆社会教育施設・スポーツ施設の修繕等の状況 ◆子ども・子育て支援臨時交付金 ◆財政調整基
金繰入金 ◆市税徴収延滞金



　　　　　　　　　　　　　　広報広聴委員会 委員長　酒井　和子

　　少雪になるのではと期待した今冬でしたが、やはり豪雪地帯岩見沢です。
　しっかり累積降雪量７メートルはキープしました。しかし、三寒四温を繰り
　返し、季節は春を迎えました。
　　私共 19 期生議員は、改選の年となり、再度挑戦するもの、引退するもの、
　あるいは次のステップに挑むもの、それぞれの思いを胸に、第１回定例会を
　終えました。この議会だよりが皆さんのお手元に届くころには 20 期生議員
　が決まっていることと思います。
　　一方、広報広聴委員会の永遠の課題は、いかにして議会を理解・認識して
　いただくかです。
　　今後とも、市議会だよりが市民の皆様の情報の目となるよう、切磋琢磨し
　て参ります。

　［委員長］酒井和子　    ［副委員長］   楢舘竜哉
　［委　員］伊澤幸信　　太田博之　　豊岡義博　　山田靖廣　　池島和行

　議員名簿、議会の概要、
本会議、委員会などの会
議のお知らせ、過去の会
議の結果（会議録）など
を掲載しています。
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岩見沢市議会市議会の詳しい情報は、岩見沢市議会のホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　　　　　　　（上記QRコードからもご覧になれます。）

後集 記 ホームページ編

           本会議の模様をインターネット動画サイト YouTube にて生中継・録画中継しております。
　　    下記 URL もしくは QR コードよりご覧ください。
　　    URL　https://www.youtube.com/channel/UCjjSzdyAOXBFq_yRLRIS7gg

  本会議のインターネット中継について

議会を傍聴してみませんか？

本会議と委員会は、どなたでも傍聴することができます。
会議当日に傍聴席入口にて、受付票に住所・氏名等をご記入いただければ傍聴することが
できます。
ぜひ傍聴にお越しください。

　※団体で傍聴される方は、席の確保の都合上、あらかじめ議会事務局までご連絡をお願いします。
　　議会事務局　Tel  23 － 4111（内線  462・463）


